
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2024/9/22(No.1316) 

年間第 25 主日 (マルコ 9:30-37) 
全面的にイエスを受け入れますか、一部分ですか 

 

「わたしの名のためにこのような子供の一人を受け入れる者は、わ
たしを受け入れるのである。」（9・37）イエス様に示された子供は、名
前も分からないし、どんな性格なのかも描かれていません。「このよう
な子供の一人を受け入れる」と言われて、人によっては「どのような子
供ですか？」と問い返したくなります。どのように理解すれば良いので
しょうか。  

一般的な特徴を考えてみましょう。子供は、大きな力を持っていま
せん。重たい物も持てないでしょうし、高い場所にある物も取ることが
できません。大きなお金を動かすこともないし、たくさんの人を動かす
こともないでしょう。人々の中で低く見られることが多く、助けが必要
な小さな存在です。  

子供の、そうした特徴が当てはまる人物がいます。それはイエス・
キリストです。イエスはすべての人の中で最も低い者となり、最も小さ
な者となられました。「このような子供の一人を受け入れる」とは、イ
エスのように私たちが低く見られる時、小さな者と見られる時、自分自
身を受け入れる必要があります。低く見られた自分を受け入れるとき、
それはイエスを受け入れることになるのです。  

私たちは、いつでもふさわしい評価を当てにしています。本来より
も低く見られることには耐えられません。本来より低く見られることを
「子供扱いされた」と言うことがあります。子供に失礼かも知れません
が、私たちは子供扱いされることに耐えられないのです。  

しかしイエスは、最期の場面で誰よりも低く扱われました。そして
それを甘んじて受け入れたのです。鞭で打たれ、茨の冠を被せられ、つ
ばをかけられ、ののしられ、最も罪の重い人間と同じく十字架に磔にさ
れました。  

私たちは、たとえ「子供扱い」されたとしても、イエスの最期ほど
の屈辱は味わわないでしょう。そうであるなら、受けた仕打ちを、子供
扱いされたことを、受け入れてほしいのです。自分自身の中にある「子
供扱いされたくない」という頑なな思いを捨てて、これも「このような
子供の一人を受け入れることだ」と受けとめてほしいのです。  

自分が歩んできたキャリアとかけ離れた仕事に回される人がいるか
もしれません。これまでの働きが評価されず、立ち位置を一段階落とさ
れる人がいるかもしれません。私のことを全く分かっていないと、怒り
を覚えるかも知れません。  

しかし、どれだけ子供扱いされようとも、評価を落とされようとも、
神は私のことをよくご存知です。神は誰よりも私を正しく評価してくだ
さる方です。イエスはすべてをご存知の父なる神に、十字架上で「父よ、
わたしの霊を御手にゆだねます。」（ルカ 23・46）と仰せになりました。  

幼きイエスの聖テレジアをご存知でしょうか？カルメル会に 16 歳で
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入会し、わずか 8 年の奉献生活で亡くなりました。もともと健康に恵ま
れていなかったので、修道院内では日記を付けることと、高齢の修道女
の身の回りの世話、そうしたことを長上に命じられ、果たしていました。  

しかし彼女が亡くなってから日記が公にされると、たぐいまれな聖
なる生活を過ごしていたことが明らかになりました。そのため、教会は
彼女を聖なる人、「聖人」と認定しました。  

彼女の内面を満たしていた聖なる生活がもっと早くに知られていれ
ば、たとえ病弱であっても、もっと崇高な仕事を長上から与えられても
不思議ではありませんでした。しかし生前に、テレジアの聖性を見抜い
た姉妹は誰一人いなかったのです。誰一人、気づかなかったのです。  

幼きイエスのテレジアは、すべての人の中で最も低く、最も小さな
者となり、同じ姿を取られたイエスを受け入れました。私たちも、置か
れた場所でイエスを受け入れなければなりません。それも、最も低く、
最も小さな者となられたイエスを受け入れます。それは全面的にイエス
を受け入れますか、一部分ですかという大きな問いかけになります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆再び自分の死と復活を予告する  
9:30 一行はそこを去って、ガリラヤを通って行った。しかし、イエスは
人に気づかれるのを好まれなかった。  
9:31 それは弟子たちに、「人の子は、人々の手に引き渡され、殺される。
殺されて三日の後に復活する」と言っておられたからである。  
9:32 弟子たちはこの言葉が分からなかったが、怖くて尋ねられなかった。 
◆いちばん偉い者  
9:33 一行はカファルナウムに来た。家に着いてから、イエスは弟子たち
に、「途中で何を議論していたのか」とお尋ねになった。  
9:34 彼らは黙っていた。途中でだれがいちばん偉いかと議論し合ってい
たからである。  
9:35 イエスが座り、十二人を呼び寄せて言われた。「いちばん先になり
たい者は、すべての人の後になり、すべての人に仕える者になりなさい。」 
9:36 そして、一人の子供の手を取って彼らの真ん中に立たせ、抱き上げ
て言われた。  
9:37 「わたしの名のためにこのような子供の一人を受け入れる者は、わ
たしを受け入れるのである。わたしを受け入れる者は、わたしではなく
て、わたしをお遣わしになった方を受け入れるのである。」 
 

年間第 26 主日 (マルコ 9:38-43,45,47-48) 


